
ー レート ー
通貨ペア別の表示切替と並べ替え

「設定>通貨ペア別表示・並べ替え」から各通貨ペアの表示非表示、並
び順を変更する事ができます。
ここで行う設定は注文画面だけではなく、チャート、各照会・履歴画
面での検索画面に表示される通貨ペアにも反映されます。
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対象通貨ペアの表示、非表示を切り替える事ができます。1

アイコンを上下にドラッグしてレートの表示順の並べ替えを
行う事ができます。
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設定画面にて「自動更新なし」を
選択した際でもウィンドウ右上の

　　ボタンをタップして手動にて
更新を行う事ができます。

ー レート ー
レートの更新頻度

レートの更新頻度は自動更新なし、1秒、2秒、5秒、10秒、30秒、
60秒から選択する事ができ、「設定>自動更新設定」より設定を行う
事ができます。



外貨ネクストネオは、両建ての「なし」「あり」によって、取引方法が
大きく異なります。

両建の設定が [なし ] となっている場合、スピーディーな取引に最適な
ネッティング方式の取引となり、初期設定では約定日時の古い順にポジ
ションが決済されます。決済するポジションが存在しない場合は、新規
注文として注文が成立します。
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ー 2種類のお取引方法（両建の設定） ー
2 種類のお取引方法（両建の設定）

■ 取引方法１　両建 [ なし ] の設定
　 ※初期設定は、両建 [ なし ]となっております。

[ 特徴 ]
　  スピーディーな取引に最適です。
　  「決済オプション設定」の各設定に基づいてポジションが決済され
　　ます（初期設定は「約定日時の古い順」）。
　  保有しているポジションより多い数量の注文を発注した場合、
　  新規注文として成立します。ポジションは、指定して決済することも
　  可能です。

     注意!

※初期設定では約定日時の古い順にポジションが決済されるため、塩
漬けなど決済対象としたくないポジションを保有している場合は十分
にご注意ください。
※両建て取引を行なった場合、スプレッドコストを二重に負担すること、
およびスワップポイントに逆ザヤが生じる可能性がありますのでご注
意ください。
※各取引ツール（リッチアプリ版 /Webブラウザ版 /スマートフォンア
プリ版 /iPadアプリ版）は個別に設定が必要です。リッチアプリ版
で両建設定を [ なし ] から [ あり]に設定を変更されても、iPad 版
の設定は両建設定は [なし] のままとなります。複数の取引ツールを
ご利用の際はそれぞれの設定を必ずご確認ください。



ー 2種類のお取引方法（両建の設定） ー
2 種類のお取引方法（両建の設定）

注文例

例 1 保有しているポジションより少ない数量の注文を出す場合

米ドル /円の買ポジションを30Lot 保有している状態で、米ドル /
円の売注文を20Lot 発注すると、保有している30Lot のうち
20Lot が決済され保有ポジションは10Lot となります。

※米ドル /円の場合　1Lot=1 千通貨、10Lot=1 万通貨

1 2 3

買 買 買 買売 売30Lot 20Lot 10Lot

米ドル /円の買ポジション
を30Lot 保有

20Lot の売注文を発注 10Lot の買ポジションが
残る

例 2 保有しているポジションと同数量の注文

米ドル /円の買ポジションを30Lot 保有していて、米ドル /円の売注文を
30Lot 発注すると、ポジションの保有ポジションは0となります。

1 2 3

買 買 買 売売 売30Lot 30Lot 0Lot

米ドル /円の買ポジション
を30Lot 保有

30Lot の売注文を発注 保有ポジションは「0」と
なる

例 3 保有しているポジションより多い数量の注文

米ドル /円の買ポジションを30Lot 保有していて、米ドル /円の売注文を
40Lot発注すると、既に保有している30Lotは決済注文として決済され、
10Lot が新規注文として成立します。その結果、保有ポジションは売ポジ
ション10Lotとなります。
1 2 3

買 買 買 売売売 売 売30Lot 40Lot

米ドル /円の買ポジション
を30Lot 保有

40Lot の売注文を発注 保有ポジションは売ポジ
ション10Lotとなる

10Lot



両建の設定が [あり ] となっている場合、両建てが可能です。なお、必
要保証金は、買ポジション、売ポジションで数量の多い方のみが採用さ
れます (Max 方式 )。
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■ 取引方法 2　両建 [ あり ] の設定

[ 特徴 ]
　  両建てが可能です。
　  必要保証金は、買ポジション、売ポジションのうち、数量の多い方の
     みを採用します。（MAX 方式）

ー 2種類のお取引方法（両建の設定） ー
2 種類のお取引方法（両建の設定）

注文例

例 1 同通貨ペアの反対売買の注文

米ドル /円の買ポジションを30Lot 保有していて、米ドル /円の売注文を
30Lot 発注すると、買ポジション30Lot、売ポジション30Lotを両建て
して保有します。

※米ドル /円の場合　1Lot=1 千通貨、10Lot=1 万通貨

1 2 3

買 買 買 買 買 買30Lot

米ドル /円の買ポジション
を30Lot 保有

30Lot の売注文を発注 買ポジションを 30Lot、
売ポジションを 30Lot 保
有の両建てとなる

売売 売 売売 売30Lot
30Lot 30Lot



※1タップ決済をONにすると「即決済」ボタンが表示されます。
「即決済」ボタンをタップすると確認画面なしで発注されるため、誤発注
などの危険が高まります。

ー 決済注文 ー
1タップ決済

即決済に変わる



「設定>注文設定」より注文設定画面へ遷移します。

ー 注文設定 ー
注文初期設定

タップ



■通貨ペア設定
注文画面を表示した際の初期値を任意の通貨ペアに設定します。

■確認画面表示
注文を出す際の確認画面の表示をオン、オフから設定します。
※全決済注文の場合、確認画面は常にオンとなります。

■注文方式
注文画面を表示した際の注文の初期値を、マーケット /成行、指値 / 
ストップ、時間指定、IFD/IFO、OCO、トレール から設定します。
※トレールは決済注文画面のみに適用されます。

■有効期限
有効期限の初期値を、当日、無期限、日付指定から設定します。

■両建
注文を発注する際の両建有無の初期値をオンオフから設定します。

■数量単位
Lot 数の入力エリア横の増減ボタンにて入力する際の増減単位を設定
します。

ー 注文設定 ー
注文初期設定



通貨ペア毎の「Lot 数」「スリッページ」「成行」「指値幅」「トレール幅」
を設定します。ここでの設定は、注文を発注する際に反映されます。設
定したい通貨ペアをタップする事で通貨ペア毎の設定画面へ遷移します。

ー 注文設定 ー
通貨ペア別初期値設定

タップ



レート入力エリアをタップすると、レート入力キーボードが表示されま
す。テンキーを使って入力する事はもちろん、増減ボタンをタップする
事で決められたポイント数で増減させる事が可能です。

ー Lot 数、レートの入力 ー
レートの入力方法

タップ



また、増減ボタンに割り当てる値は「設定>キーボード設定」にて変
更する事が可能です。

で設定した内容が へ反映されます。

ー Lot 数、レートの入力 ー
レートの入力方法

1 2

1

2



Lot 数入力エリアをタップすると、Lot 数入力キーボードが表示されま
す。テンキーを使って入力する事はもちろん、定数ボタンをタップする
事で決められた Lot 数の入力、増減ボタンをタップする事で決められ
た Lot 数を増減させる事が可能です。

ー Lot 数、レートの入力 ー
Lot 数の入力方法

キーボードでの入力1

タップ



また、定数ボタン、増減ボタンに割り当てる Lot 数は「設定>キーボー
ド設定」にて変更する事が可能です。

ー Lot 数、レートの入力 ー
Lot 数の入力方法

で設定した内容が へ反映されます。1 2

1
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タップで増減

増減単位を設定

Lot 数入力エリアの右にある+－ボタンをタップする事で Lot 数入力
が可能です。+－ボタンをタップした際の増減単位は Lot 数入力エリア
下にある×1、×10ボタンにて設定する事が可能です。

×1:1Lot
×10:10Lot

ー Lot 数、レートの入力 ー
Lot 数の入力方法

+－ボタンでの入力2



「照会」画面に遷移し、ポジション照会ウィンドウを表示します。
任意のポジションタップする事でポジション詳細画面へ遷移します。画
面上部の「決済注文一覧」ボタンは選択しているポジションに対して決
済注文が出されている場合にタップする事ができ、決済注文一覧を見る
事ができます。また、画面上部の「決済」ボタンをタップすると、決済
注文画面へと遷移します。

ー ポジション照会 ー
ポジション照会・詳細

タップ

タップ

決済注文が出されていた場合
タップ可能

決済注文画面へ




